
すてきな「さとやま遊び」を
考えましょう

４
年
後
に
観
光
消
費
額
を
７
％
増

　

本
市
の
将
来
像
（
５
年
後
の
姿
）
と
し
て
、

観
光
の
情
報
発
信
力
が
高
ま
り
、
山
を
楽
し

む
人
や
さ
と
や
ま
を
体
験
す
る
人
が
増
え
た

り
、
自
慢
の
食
や
特
産
品
が
増
え
た
り
す
る

こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
結
果
と
し
て
観
光
客

数
の
４
％
増
、
観
光
消
費
額
の
７
％
増
、
来

訪
者
の
満
足
度
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
振
興
に
よ
り
地
域
産
業
の
再

生
や
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
げ
、
地
域
愛
の

醸
成
を
図
り
、
地
域
が
持
続
的
に
発
展
し
て

い
く
こ
と
を
、
庄
原
市
の
観
光
振
興
の
将
来

像
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
近
年
の
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
や
社

会
情
勢
の
変
化
を
的
確
に
把
握
し
、
恵
ま

れ
た
さ
と
や
ま
資
源
を
生
か
し
た
観
光
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
「
庄
原
市
観
光
振
興

計
画
」
（
平
成
26
～
30
年
度
の
５
カ
年
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
「
さ
と
や
ま
遊
び
で
感
動

を
生
む
観
光
地
域
づ
く
り
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
足
元
に
あ
る
庄
原
ら
し
さ
の
魅
力

の
発
掘
・
磨
き
上
げ
に
取
り
組
み
、
一
体

感
を
持
っ
て
発
信
し
、
地
元
住
民
と
来
訪

者
が
共
に
楽
し
み
、
学
び
あ
い
、
感
動
・

感
激
を
生
む
観
光
地
域
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

　本市の強みを生かした庄原らしい５つの観光施策を展開しま
す。「花と緑のまちづくり」など、これまでの施策に加え、新た
に特産品開発や体験型教育旅行の誘致などに取り組みます。

　情報発信やプロモーション活動を強化し、認知度、集客力の向
上を図ります。また、広域連携により市内外の観光客の周遊を図
ります。

　観光にかかわる関係機関・団体などで構成される「庄原市観光
連絡協議会（仮称）」を、市の観光振興の中核的組織とし、関係
団体などとの連携により、観光振興に関する施策を総合的かつ計
画的に推進します。

　

今
回
の
振
興
計
画
は
庄
原
市
の
観
光

戦
略
の
基
盤
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
観
光
地

庄
原
の
認
知
度
は
決
し
て
高
い
と
は
言

え
な
い
だ
け
に
、
実
際
に
は
庄
原
市
の

観
光
の
強
み
は
何
な
の
か
な
ど
、
具
体

的
に
さ
ら
に
作
戦
を
練
り
上
げ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
庄
原
市

観
光
連
絡
協
議
会
（
仮
称
）
の
設
置
を

考
え
ま
し
た
。
現
在
、
多
く
の
自
治
体

が
観
光
に
注
力
し
て
い
ま
す
が
、
成
功

す
る
か
否
か
は
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

「
と
が
っ
た
」
施
策
が
実
施
で
き
る
か
、

市
民
が
そ
れ
を
理
解
し
協
力
し
て
く
だ

さ
る
か
に
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
す
て
き

な
「
さ
と
や
ま
遊
び
」
を
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

豊かな自然と歴史を生かした山遊びの充実

・登山マップの作成やガイドの養成
・次世代スキーヤーの育成と雪遊び体験の充実
・アウトドア施設の魅力向上

認知度向上に向けたプロモーションの強化

・庄原市観光ポータルサイトの構築
・関係者が一体となった観光キャラバンの実施

食材の宝庫を生かした観光地域づくり

・地元農畜産物を活用した庄原の逸品づくり
・特産品の販売促進
・庄原らしい食メニューの開発

花と緑のまちづくりの推進

・ガーデンフェスティバルなどの開催
・ガーデンづくり講座の開催
・フラワー街道などによる周遊促進

観光客の周遊促進

・ターゲットに応じた周遊・滞在ルートの構築
・タクシー、レンタカーなど二次交通アクセスの充実

ほんもの体験メニューの充実と教育旅行の誘致

・ニーズに応じた体験メニューの開発
・インストラクターやガイドの養成
・民泊家庭の確保と体験型教育旅行の誘致

プロデュース機能の強化と関係者の連携

・観光地域づくりプラットフォームの構築
・観光関係者による「庄原市観光連絡協議会」（仮称）の設置

さとやま文化を生かした外国人旅行者の誘致

・雪遊び体験など雪山への誘客促進
・外国人向けの農村滞在メニューの充実
・厳島神社などとの広域周遊連携の促進

観光人材の育成による「おもてなしの充実」

・観光地域づくり講座の開催
・観光ガイドやインストラクターの養成

さ
と
や
ま
遊
び
で

「      

を

生
む
」

              

観
光
地
域
づ
く
り

―
庄
原
市
観
光
振
興
計
画
を
策
定
―

―庄原市観光振興計画を策定―

商
工
観
光
課
に
ぎ
わ
い
観
光
係 
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■目標指標

指標名 現状
（平成 25 年）

目標
（平成 30 年） 備　考

総観光客数
( 観光地利用者数） 271万2千人 282万人

（4％増）
市内観光地の延べ利用者数

（県観光客数の動向）

観光消費額 42億968万円 45億436万円
（7％増）

市内観光施設の販売額の総計
（県観光客数の動向）

来訪者の満足度 53％ 60％
庄原市観光実態調査で「大変
満足」「まあまあ満足した」
と回答した割合

①

②

⑤

③

④

❶

❶

❷

❷

感
動

庄原市観光振興計画策定委員会

委員長　上
か み ず る

水流久
ひ さ ひ こ

彦 さん

さとやまの特色を生かした
観光地域づくり

観光情報発信の強化と　　
観光客の周遊促進

■観光振興体制のイメージ

支援

連携

支援

参加参加

連携・協働 連携・協働

参加参加

市民など

庄原市観光連絡協議会
（仮称）

庄原市
（産業交流施策推進会議など）

庄原市観光協会

観光関連団体など 観光事業者など

観光推進体制の充実と　　
人材の育成

  　広報しょうばら｜２０１４．４月号｜ 12 13｜２０１４．４月号｜広報しょうばら


